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2021年1月5日 

安研協会員機関各位 

安研協事務局 

 

≪第 15 回(2021 年)安研協認定技術者資格更新のご案内≫ 

                    
  

当協議会の認定技術者認定試験は、安全性試験従事者の質的向上を図るため1999年にスタートし、安研協会員

機関のみならず広く安全性試験に携わる企業及び大学の方々や安全性試験教育をされている専門学校の方々にも

御賛同いただいております。2007年からは、資格認定者の認定資格保有期間を5年間とし、日々の業務で研鑽を

積まれた方を対象として、資格を更新する制度を設けております。現在の資格認定者は1100名を超えております。 

研鑽の内容は、2016年7月以降に論文投稿（共著者可）、学会発表（共同演者可）、学会・研修会参加、過去

問題の解答、安研協講演会DVD聴講記録提出（会員機関のみ）とし、それぞれにポイントを付与し、その合計が

30ポイントに達した方の資格を更新します。 

下記項目に該当する研鑽の業績を記載し、必要な資料を添付して申請をお願い致します。 

今年度は第17回資格認定者(2016年4月試験実施)、第10回資格更新者（2016年7月更新）及び2019年並び

に2020年延期要望書提出者を対象としております。 

申請書の提出と更新費用お振込み後に更新資格を確認し、要件を満たした方へ認定証を新たに発行致します。  

   

 ◎更新申請期間：2021年1月12日（火）～ 2021年2月26日（金） 

 ◎更新申込方法：安研協ホームページ（https://jacl.or.jp/）からお申し込み下さい。 

 ◎更新手続料金：1,500円 消費税込（2021年3月31日（水）までにお振込下さい） 

       振込先  三菱UFJ銀行 店番626（秋葉原支店） 普通 3117207  

口座名：シャ）アンケンキョウ 

         ※更新料は各機関一括でお振込下さい。振込手数料は貴社にてご負担をお願い致します。 

 ◎更新資料送付先：メールアドレス ankenkyou.office@gmail.com 安研協事務局まで 

         

＜論文投稿＞ 30ポイント / 本（共著は20ポイント / 本） 

 著者名、タイトル、雑誌名、年、巻，号及びページの記載されたページの写しを PDF にして提出して下さい。 

＊in pressの場合は、その旨を明記して下さい。 

 

＜学会発表＞ 30ポイント / 回（共演は20ポイント / 回）  

学会名、開催時期、発表者、演題名の記載された講演要旨集等の写しをPDFにして提出して下さい。 

 

＜学会・研修会・研究会参加＞ 10ポイント / 回  

参加証・修了証等の写しをPDFにして提出して下さい。 

 写しの添付が困難な場合は、証明書用紙を安研協ホームページからダウンロードをしてご使用下さい。 

 他の書式は不可と致します。安研協主催の講演会参加も含まれます。 

 学会・研修会・研究会については下記の当協議会が指定するものといたします。 
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・日本実験動物学会／実験動物管理研修会 ・日本動物実験代替法学会 ・比較眼科学会 ・日本獣医学会 

・日本実験動物技術者協会主催の研究会 ・実験病理組織技術研究会 ・GLP研修会／農薬GLP研修会 

・日本毒性学会 ・日本毒性病理学会 ・日本獣医病理学専門家協会 ・日本環境変異原学会 

・日本実験動物環境研究会 ・日本先天異常学会 ・日本実験動物医学会 ・日本臨床化学会 

・日本再生医療学会 ・日本安全性薬理研究会 ・日本薬物動態学会 ・日本免疫毒性学会 

・比較内分泌学会 ・日本薬学会 ・日本薬理学会 ・Society of Toxicology ・安全性評価研究会（谷学） 

・上記の学会が主催するセミナー等 

※記載のない学会参加を申告したい場合は、事前に事務局へお問い合わせて下さい。 

＜過去に実施した資格認定試験問題の解答＞ 20ポイント  ※1回のみ 

試験問題は、安研協ホームページより第20回資格認定試験問題及び解答用紙をダウンロードして、解答用紙

に手入力後、PDFにして提出して下さい。 

※必須科目（動物福祉、GLP）及び選択科目2科目について解答して下さい。 

※過去問題解答には合格基準があり、合計の得点率が80％以上、かつ科目別得点率60％以上が合格（ポイン

ト）となります。 

※安研協「安全性試験の教育・研修テキスト」第5版から出題されています。 

 

＜安研協講演会DVD聴講記録の提出＞ 10ポイント  ※1回のみ 

  講演会DVDを聴講後、既定の聴講記録に必要事項を記載し提出して下さい。 

  聴講記録用紙は、安研協ホームページからダウンロードをしてご使用下さい。 

なお、安研協講演会参加された場合は、同じ講演会DVD聴講はポイントになりません。 

 

 

◎資格有効期間は5年間です。更新しない場合は資格失効となります。 

◎要望書を提出し承認されると、資格更新を 大2年延期することができます。 

 詳しくは安研協ホームページをご確認下さい。 

 

 

お問合せは安研協事務局までお願い致します。 

〒280-0874 千葉県銚子市豊里台1-1044-534（武知宅内） 

電話：0479-21-3016 ファックス：0479-21-3016 メール：ankenkyou.office@gmail.com 
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